
ブレーキパック

A214

レバーシブル

電磁ﾌﾞﾚｰｷ付

スイッチ
ボックス付

スピードコント
ロール（概要）

ユニットタイプ
CAU

ソケットタイプ
CAL

CAL

インダクション

ソケットタイプ
CAH

CAH

インダクション

技術資料

6W

15W

25W

40W

60W

アステロ

インバータ

CAH

レバーシブル

CAH

電磁ﾌﾞﾚｰｷ付

90W

オプション

インダクション

直交
ｷﾞﾔﾍｯﾄﾞ

概 要

ブ
レ
｜
キ
パ
ッ
ク

表 1. ブレーキパック標準仕様

品  名 BASA BASAB BASC BASCB BASD BASDB BAMC

定格電圧

周波数

単相 三相

AC100V 50/60Hz、

AC110V 60Hz

AC200V 50/60Hz、

AC220V 60Hz
AC220V ～ 240V 50Hz AC200V/220V 50/60HZ

使用電圧範囲 ± 10％

信号入力

無接点タイプ　（フォトカプラ入力）　

有接点タイプDC12V ～ DC24V（± 10％）　

CW、CCW、FREE（注）

使用周囲温度 -10℃～ +40℃

使用周囲湿度 85％ RH 以下（結露なきこと）

絶縁抵抗
常温、常湿においてブレ－キパックを定格で運転した後、ブレ－キパックの電源端子と信号入力端子の間を DC500V

絶縁抵抗計で測定して 100M Ω以上である。

絶縁耐圧
常温、常湿においてブレ－キパックを定格で運転した後、ブレ－キパックの電源端子と信号入力端子の間に 50/60Hz

　1.5KV を 1 分間印加して異常なし。

標準価格（税抜） 11,050 円 12,400 円 11,050 円 12,800 円 12,400 円 13,950 円 8,300 円

注）制御解除入力（FREE）には、漏れ電流の少ないオープンコレクタ出力を接続してください。

概要（標準仕様）
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2. 外 形 図

1. ブレーキパックの概要

電気ブレーキでインダクションモータやレバーシブルモータを瞬時停止させる無接点ブレーキパックです。モータ単体
の場合、約 0.1 秒以下で瞬時停止します。
制動電流は、およそ 0.4 秒間モータに流れ、その後、モータ入力電源は自動的に遮断されます。電磁ブレーキとは異なり、
保持力はありません。また、機械的に摩擦する部分がない為、長寿命です。無接点タイプのブレーキパックを使用してモー
タを制御するには、信号用直流電源 （DC12~24V  0.1A 以上） が必要です。
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概 要

適用モ－タ

品名 電源電圧 適用モ－タ種類

BASA 単相 100V

インダクションモ－タ、レバ－シブルモ－タ  6 ～ 90WBASC 単相 200V

BASD 単相 220V ～ 240V

BASAB 単相 100V

電磁ブレ－キ付モ－タ　6 ～ 90WBASCB 単相 200V

BASDB 単相 220V ～ 240V

BAMC 三相 200V/220V
三相インダクションモ－タ 25 ～ 90W　

（60・90W 使用時は外部抵抗必要）

■保護装置の容量
モ－タを瞬時停止すると、半波整流した電流がおよそ 0.2 ～ 0.4 秒間流れます。
このブレ－キ電流が流れるラインに保護素子（回路保護装置）を接続する場合は、下記の表を参照の上、
保護装置容量を選定下さい。

モ－タ出力 1 φ 100V 50Hz 1 φ 100V 60Hz 1 φ 200V 50Hz 1 φ 200V 60Hz 1 φ 220/240V 50Hz 3 φ 200/220V 50/60Hz

6W 1.2 1.2 0.5 0.4 0.6 
―

15W 3.1 3.1 1.7 1.5 1.7 

25W 7.4 7.4 3.4 3.2 3.5 

3 .0
40W 12.2 12.2 5.4 4.2 6.6 

60W 14.2 11.6 8.1 6.2 8.4 

90W 17.4 16.4 10.4 8.0 10.6 

モ－タ出力 運転サイクル

単相
6 ～ 25W 2 秒以上

40 ～ 90W 4 秒以上

三相 25 ～ 90W 5 秒以上

※ 2 秒サイクルは、1 秒運転 1 秒停止

※ 4 秒サイクルは、2 秒運転 2 秒停止

■モ－タ運転サイクル
モ－タ運転 / 瞬時停止を頻繁に作動させると、ブレ－キパックやモ－タの温度上昇が高くなります。
運転サイクルは、下記の数値以上として下さい。また、モ－タケ－ス表面温度が 90℃以下でご使用下さい。

BAMC はスイッチの切替は不要です。

単位 [A]

4. システム構成3. パネル面の表示及び切替スイッチ（BAMC を除く）

概要（パネル面の表示・適用モータ・システム構成）
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2）リード線タイプ（6W）・端子箱タイプ（6 ～ 90W）　

レバーシブルモータ

3）リード線タイプ・端子箱タイプ（6 ～ 90W）

5. 結線図と使用方法

BASA（単相 100V），BASC（単相 200V）

インダクションモータ（220 ～ 240V タイプを除く）

1）リード線タイプ（15 ～ 90W）

BASA、BASC、BASD 使用方法 （図 -1）

1. 時計方向 （CW） 運転入力 （インダクションモータ）

 CW 運転入力を、ON にするとモータ軸は時計方向に回転

し、OFF にすると瞬時停止します。

 インダクションモータは、CW 運転入力を使って運転しま

す。図のように結線すると、時計方向に回転します。反時

計方向に回転する時には、モータリードワイヤの灰色と茶

色を取り替えて下さい。（但し、220 ～ 240V50Hz 用のモー

タは、白色と 茶色を取り替えてください。）

2. 反時計方向 （CCW） 運転入力 （レバーシブルモータ）

 CCW 運転入力を、ON にするとモータ軸を反時計方向に

回転し、OFF にすると瞬時停止します。

 CW 運転入力と CCW 運転入力が、同時に入力された場合

には、CW が優先されます。

3. 制動解除入力（FREE） （インダクションモータ 、レバー

シブルモータ）

 制動解除入力を ON にすると、電気ブレーキは作動しま

せん。その状態で CW 入力や CCW 入力を OFF にすると、

慣性で回転した後で停止します。

 制動解除入力を OFF にすると、電気ブレーキは作動する

状態になり、CW 入力や CCW 入力を OFF にすると、モー

タは瞬時停止します。

図 -1. 運転操作の事例

●動作タイミングチャート（参考例）

概要（入力信号とモータの動作・結線時のご注意）
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概 要

BASAB（単相 100V），BASCB（単相 200V），BASDB（単相 220 ～ 240V）

結線時のご注意

1. モータとブレーキパックや、ブレーキパックと外部コ
ントローラは、最短距離で配線して下さい。

2. モータ用の配線、AC 電源用配線は、0.75mm
2 以上の

配線をご使用下さい。
3. モータ用の配線、AC 電源用配線（端子番号①②③⑨⑩）

と、信号用配線（④⑤⑥⑦⑧）とは、線を一緒に束ね
ずに、10cm 以上の間隔を置いて配線して下さい。

4. ブレーキパックの端子ピンに直接ハンダ付けしないで
下さい。

5. ブレーキパックをソケットに挿入する際には、電源を
OFF にした後でしっかり挿入して下さい。

6. 瞬時停止を使用する場合は、⑥の端子を外部コント
ローラの GND 端子（マイナス側）に必ず接続して下
さい。誤作動する場合があります。

7. 制動解除入力を使用するときは、制動解除入力（端子
番号④）へのリード線にシールド線を用いるなどノイ
ズの影響を受けにくい状態にして下さい。

BASAB、 BASCB、BASDB 使用方法 （図 -2）
1. 時計方向（CW）運転入力
 インダクションモータは、CW 運転入力を使って運転

します。図の様に結線すると、時計方向に回転します。
 反時計方向に回転する時には、モータリードワイヤの

灰色と茶色を取り替えて下さい。
 （但し、220 ～ 240V50HZ 用のモータは、白色と茶色

を取り替えて下さい。）
2. 反時計方向（CCW）運転入力
 CCW 運転入力を ON にすると、モータ軸を反時計方

向に回転し、OFF にすると瞬時停止します。
 CW 運転入力と CCW 運転入力が、同時に入力された

場合は、CW 優先されます。
3. 制動解除入力（FREE）　
 制動解除入力を ON にすると、電気ブレーキ、電磁ブ

レーキは共に作動しません。その状態で CW 入力や
CCW 入力を OFF にすると、慣性で回転した後で停止
します。（停止後もモータ軸は自由に動きます。）制動
解除入力を OFF にすると、電気ブレーキ、電磁ブレー
キは制動する状態になり、CW 入力や CCW 入力を
OFF にすると、モータは瞬時停止し、負荷を保持し続
けます。また、モータが停止中に制動解除入力を OFF

にすると、電磁ブレーキのみ作動し、負荷を保持しま
す。

電圧
リード線

‘A’

1 AC100V-110V 青

1 AC200V-240V 橙

BASD（単相 220 ～ 240V）

インダクションモータ（220 ～ 240V タイプ）

1）リード線タイプ・端子箱タイプ（6 ～ 90W）

レバーシブルモータ（220 ～ 240V タイプ）

2）リード線タイプ・端子箱タイプ（6 ～ 90W）

電磁ブレーキ付モータ

図 -2. 運転操作の事例

●動作タイミングチャート（参考例）
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概要（入力信号とモータの動作・結線時のご注意）
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2）60W・90W

※ 制動用外部抵抗器（30 Ω 20W）を必ず使用して下さい。

BAMC（三相 200V/220V）

MO TOR CW

SW 4

CW

SW 3

SW 2

SW 1 ON

運転

運転

運転

運転

運転

運転

運転

運転停止 停止

停止 停止

停止 停止

停止 停止

制動 制動
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図 3. 運転操作の事例

●動作タイミングチャート（参考例）

インダクションモータ

1）25W・40W

※ 5 秒以下の短いサイクルで制動させる場合は、60,90W 用の配線でご

使用下さい。（制動用外部抵抗器使用）

名称 定格・容量 備考（オプション）

SW1 AC250V　5A 以上

SW2 AC250V　7A 以上

連動のことSW3 AC250V　7A 以上

SW4 DC20V　　10mA

R: 制動用外部抵抗器 30 Ω　20W EABR30H20

CR 回路

Ro、Co

Ro = 5～200Ω

Co＝0.1～0.2μF 

（AC250V）

SW2,3 用

EACR50

注）CR回路は、サージ電圧吸収用です。（A232ページ参照）

結線時のご注意

1. モータ用の配線、AC 電源用配線は、0.75mm
2 以上の電

線をご使用下さい。

2. ブレーキパックの端子ピンに直接ハンダ付けをしないで

下さい。

3. ブレーキパックをソケットに挿入する際には、電源を

OFF にした後でしっかり挿入して下さい。

BAMC 使用方法（図 -3）

1. スイッチ SW2、SW3、SW4 を ｢ 運転 ｣ に入れるとモ－

タは回り始め、｢制動 ｣にすると瞬時停止します。

2. 回転方向

 結線図はモ－タ軸から見て時計回り（CW）のものです。

 反時計回り（CCW）に変える場合は、U 相と V 相を入れ

換えて下さい。

 制動操作後 0.5 秒間は回転方向の切替えをしないで下さ

い。

3. スイッチの規格及び接点保護

 スイッチ SW2、SW3 に接点間隔が狭いリレ－を使用す

るとスパ－クにより回路素子が破損する恐れがあります。

 必ず接点間隔の広いパワ－リレ－をご使用下さい（接点

容量 AC250V　7A 以上）。

 またスパ－ク対策のためにサ－ジ電圧吸収回路を必ず挿

入して下さい。

4. 連続運転時の運転サイクルと限界

 インチングなどの短い運転サイクルで使用してもモ－タ

を確実に瞬時停止させますが、5 秒以下の短いサイクル

で運転 / 停止を繰り返すと、モ－タ温度上昇を招きます。

 運転サイクルにかかわらずモ－タケース表面温度が 90℃

以下の範囲でご使用下さい。

2　V モータ
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⑧
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概要（入力信号とモータの動作・結線時のご注意）


